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８
月
12
日（
火
）、市
長
と
喜

多
方
高
等
学
校
の
生
徒
が
本
市

の
身
近
な
課
題
や
、未
来
に
つ

い
て
意
見
交
換
を
行
う
「
将
来

を
担
う
若
者
提
案
事
業
」
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、本
市
の
身
近

な
課
題
な
ど
に
つ
い
て
、若
者

に
よ
る
こ
れ
ま
で
の
常
識
に
と

ら
わ
れ
な
い
、自
由
で
斬
新
な

発
想
を
取
り
入
れ
、課
題
解
決

に
努
め
る
た
め
に
開
催
し
ま
し

た
。ま
た
、若
者
が
自
分
の
住
む

ま
ち
の
こ
と
を
自
分
事
と
し
て

捉
え
、市
の
課
題
解
決
な
ど
に

積
極
的
に
関
与
す
る
こ
と
で
市

政
へ
の
関
心
を
高
め
、市
の
活

性
化
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、喜
多
方
高
等
学

校
２
年
生
９
人
が
参
加
し
、市

長
に
直
接
、政
策
提
言
や
未
来

へ
の
思
い
な
ど
を
話
し
、本
市

の
身
近
な
課
題
な
ど
に
つ
い
て

の
視
点
を
共
有
し
ま
し
た
。

問 

企
画
調
整
課
広
報
広
聴
係

☎（
24
）５
２
０
６

若
者
が
集
ま
る
施
設
の
建
設

　

10
代
～
20
代
、子
育
て
世
代

な
ど
の
若
い
世
代
が
集
ま
っ
て

楽
し
め
る
施
設
が
少
な
い
と
感

じ
て
い
ま
す
。
学
生
の
立
場
か

ら
の
提
案
と
し
て
、雑
談
や
学

習
な
ど
で
利
用
で
き
る
カ
フ
ェ

ス
ペ
ー
ス
が
あ
る
施
設
を
建
設

す
る
の
は
ど
う
か
。

若
者
向
け
の
イ
ベ
ン
ト
で
交
流

　

市
外
か
ら
呼
び
込
む
イ
ベ
ン

ト
と
並
行
し
て
、地
元
の
若
者

が
集
ま
る
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
は

ど
う
か
。

　

特
に
冬
の
時
期
は
、市
内
外

と
も
に
交
流
の
機
会
が
少
な
い

と
感
じ
て
い
る
の
で
、屋
内
ス

ポ
ー
ツ
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
開

催
す
る
こ
と
で
、地
域
の
交
流

が
深
ま
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

商
業
施
設
に
よ
る
に
ぎ
わ
い

の
創
出

　

買
い
物
や
遊
び
場
が
少
な
い

と
感
じ
て
い
る
た
め
、商
業
施

設
の
建
設
は
ど
う
か
。

　

友
人
と
遊
ぶ
際
や
、洋
服
・

雑
貨
な
ど
を
買
う
場
所
が
少
な

い
こ
と
か
ら
、市
外
に
出
る
機

会
が
多
く
、時
間
と
交
通
費
が

負
担
に
な
っ
て
い
ま
す
。
商
業

施
設
が
増
え
た
場
合
、遊
ぶ
こ

と
だ
け
で
な
く
、地
域
の
方
と

の
交
流
も
深
め
る
こ
と
が
で

き
、に
ぎ
わ
い
が
創
出
さ
れ
る

と
考
え
ま
す
。

若
者
の
声
、市
政
へ
―

伊藤　煌 さん猪俣   優太 さん

伊藤   柚乃 さん
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人
が
集
ま
る
場
所
で
地
域
活

性
化

　

商
店
や
飲
食
店
の
閉
店
に
よ

り
若
い
世
代
が
集
ま
る
場
所
が

少
な
く
な
っ
て
い
る
と
感
じ
て

い
る
た
め
、商
業
複
合
施
設
の

建
設
は
ど
う
か
。

　

放
課
後
や
休
日
の
過
ご
し
方

の
選
択
肢
が
少
な
い
た
め
、市

外
に
出
る
こ
と
が
多
い
の
が
現

状
で
す
。
こ
の
状
態
が
続
い
て

し
ま
う
と
、市
外
に
出
る
若
い

世
代
が
多
く
な
り
、地
域
の
衰

退
化
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
若
者

が
住
み
続
け
た
い
と
思
え
る
ま

ち
づ
く
り
と
し
て
、人
が
集
ま

る
施
設
の
建
設
は
必
要
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。
市
内
に
人
が
集

ま
り
地
元
の
消
費
が
増
え
る
こ

と
で
、地
域
経
済
の
循
環
が
良

く
な
り
、活
性
化
に
繋
が
り
ま

す
。ま
た
、雇
用
創
出
や
災
害
時

の
物
資
供
給
の
拠
点
と
し
て
活

用
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
な

ど
、多
方
面
で
効
果
が
期
待
で

き
る
と
考
え
ま
す
。

安
心
の
た
め
街
灯
の
増
設
を

　

夜
に
な
る
と
周
囲
が
見
え
な

い
ほ
ど
暗
く
な
る
箇
所
が
多

く
、危
険
だ
と
感
じ
て
い
る
た

め
、街
灯
の
増
設
を
提
案
し
ま

す
。

　

街
灯
を
設
置
す
る
場
合
は
、

青
色
Ｌ
Ｅ
Ｄ
が
防
犯
対
策
と
し

て
有
効
で
あ
る
と
聞
い
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
安
全
・
安
心
な

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
街
灯
の

設
置
は
必
要
だ
と
考
え
ま
す
。

新
規
就
農
者
を
増
や
す

　

市
の
基
幹
産
業
は
、農
業
で

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
し
か

し
、高
齢
化
に
よ
り
、農
家
の
担

い
手
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
が

現
状
だ
と
思
い
ま
す
。

　

担
い
手
不
足
解
消
の
た
め

に
、新
規
就
農
者
へ
の
支
援
を

増
や
し
、参
入
し
や
す
い
環
境

を
作
り
上
げ
て
い
く
べ
き
と
考

え
ま
す
。

街
灯
の
設
置
を
適
正
に
行
う

　

私
の
住
ん
で
い
る
地
域
は
街

灯
が
少
な
い
こ
と
か
ら
、夜
道

が
暗
く
、危
険
だ
と
感
じ
て
い

ま
す
。
私
の
住
ん
で
い
る
地
域

以
外
で
も
街
灯
の
少
な
い
場
所

が
み
ら
れ
ま
す
。

　

ど
の
場
所
に
ど
の
よ
う
に
し

て
街
灯
を
設
置
す
る
の
か
を
考

え
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。
街
灯
の
明
か
り
が
増
え
る

こ
と
で
、市
の
安
心
・
安
全
に

つ
な
が
る
と
考
え
ま
す
。

行
政
職
員
の
確
保
と
若
手
人

材
の
育
成

　

少
子
高
齢
化
に
加
え
て
、公

務
員
志
望
者
が
少
な
い
こ
と
か

ら
、
応
募
者
を
増
や
す
た
め

に
、働
き
方
や
環
境
な
ど
の
改

善
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　

本
市
だ
け
で
な
く
、同
じ
課

題
を
持
つ
自
治
体
は
多
い
と
思

う
の
で
、行
政
職
員
の
確
保
と

若
手
人
材
の
育
成
が
必
要
と
考

え
ま
す
。

学
生
の
学
力
向
上
に
向
け
て

　

学
力
を
身
に
付
け
る
こ
と

は
、将
来
の
選
択
肢
を
広
げ
る

こ
と
に
繋
が
り
ま
す
。
学
力
の

向
上
に
は
学
生
自
身
の
努
力
だ

け
で
な
く
、先
生
方
の
授
業
の

あ
り
方
も
大
き
な
要
素
だ
と
思

い
ま
す
。
学
び
の
共
同
体
と
し

て
、学
生
と
先
生
と
も
に
学
力

の
向
上
に
向
け
た
学
習
を
行
う

な
ど
の
取
り
組
み
を
実
施
す
る

の
は
ど
う
か
。

岩渕   乃愛 さん

加藤   礼大 さん岩下   遥秀 さん

遠藤　奏 さん

海老名 郁麻 さん

山口 瑠璃斗 さん

　学校を通して、この事業のお知
らせを聞き、行政の仕事に興味が
ある生徒が参加しました。
　市長と意見を交わし、それに対
する考えや取り組みなどを伺っ
てみて、市のために実現したいこ
とや課題に思っていることは、私
たちとほとんど同じであること
を知ることができました。直接、
話ができる機会なので参加して
良かったです。

Interview
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喜多方市 地域・家庭医療センター
「ほっと☆きらり」
医  師　武田 　仁

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
・
新
型
コ

ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種

　

対
象
と
な
る
方
の
自
己
負
担

額
を
除
く
接
種
費
用
を
助
成
し

ま
す
。な
お
、今
年
度
は
中
学
生

以
下
お
よ
び
妊
婦
の
方
へ
の
助

成
は
実
施
し
ま
せ
ん
。

対
象

①
満
65
歳
以
上
の
方

②
満
60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
、

心
臓
、腎
臓
、呼
吸
器
の
重
い
障

害
、ま
た
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル

ス
に
よ
る
重
い
障
害
が
あ
る
方

（
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
相
当
）

自
己
負
担
額

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
:
１
５
０
０

円新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
:
４
６

０
０
円

※
生
活
保
護
世
帯
の
方
は
、自

己
負
担
額
免
除
の
た
め
、接
種

時
に
「
生
活
保
護
受
給
証
明
書
」

を
医
療
機
関
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

※
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
の

自
己
負
担
額
免
除
は
実
施
し
ま

せ
ん
。

実
施
期
間

10
月
１
日（
水
）～
令
和
８
年
１

月
31
日（
土
）

場
所
市
内
お
よ
び
県
内
協
力

医
療
機
関

※
事
前
に
医
療
機
関
に
予
約
を

し
て
く
だ
さ
い
。な
お
、接
種
開

始
時
期
は
医
療
機
関
に
よ
り
異

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

持
参
す
る
も
の

〇
健
康
保
険
証

〇
身
体
障
害
者
手
帳（
②
の
該

当
者
の
み
）

〇
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ま
た
は
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
予
防
接
種

済
証
※
お
持
ち
の
方
の
み

問
保
健
課  
健
康
推
進
室

☎（
23
）５
８
３
４
ま
た
は
各
総

合
支
所
住
民
課

９
月
24
日
〜
30
日
は
結
核
・

呼
吸
器
感
染
症
予
防
週
間

　

呼
吸
器
感
染
症
は
、結
核
、新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、Ｒ
Ｓ
ウ
イ

ル
ス
や
肺
炎
球
菌
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
感
染
症
が
あ
り
ま
す
。
秋

か
ら
冬
に
か
け
て
の
時
期
は
、

呼
吸
器
感
染
症
が
流
行
し
ま
す

の
で
、こ
の
機
会
に
正
し
い
知

識
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

結
核
は
過
去
の
病
気
？

　

福
島
県
内
で
は
、令
和
６
年

に
１
４
０
人
、会
津
管
内
で
は

13
人
の
方
が
新
た
に
結
核
と
診

断
さ
れ
て
い
ま
す
。

早
期
診
断
・
早
期
治
療

　

結
核
は
空
気
感
染
す
る
た

め
、若
い
方
も
注
意
が
必
要
で

す
。
２
週
間
以
上
の
長
引
く
咳

や
タ
ン
が
出
る
、長
引
く
だ
る

さ
や
微
熱
な
ど
症
状
が
あ
る
場

合
は
、早
期
に
受
診
し
ま
し
ょ

う
。特
に
高
齢
者
は
、目
立
っ
た

症
状
が
あ
ら
わ
れ
に
く
い
の

で
、日
頃
か
ら
健
康
状
態
に
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

Ｂ
Ｃ
Ｇ
予
防
接
種
・
定
期
健
康

診
断
を
受
け
ま
し
ょ
う
！

　

Ｂ
Ｃ
Ｇ
は
、結
核
に
対
す
る

免
疫
を
つ
け
て
、乳
児
の
重
症

化
を
防
ぐ
予
防
接
種
で
す
。
生

後
５
～
８
カ
月
の
間
に
接
種
し

ま
し
ょ
う
。

　

年
１
回
は
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン

検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。65
歳
以

上
の
方
は
、結
核
の
健
康
診
断
を

受
診
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

問
保
健
課  

健
康
推
進
室

☎（
23
）５
８
３
４

高
齢
者
は
ど
う
し
て
寒
さ

に
弱
い
？

　
み
な
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。ご
高

齢
の
方
で
、寒
さ
、涼
し
さ
が
と

て
も
苦
手
な
方
が
い
ま
す
。真
夏

な
の
に
衣
服
を
５
～
６
枚
も
着

込
ん
で
い
た
り
、部
屋
に
せ
っ
か

く
冷
房
が
あ
る
の
に「
エ
ア
コ
ン

が
苦
手
」
と
使
お
う
と
せ
ず
、実

際
に
熱
中
症
に
な
る
方
も
い
ま

す
。
特
に
体
力
が
衰
え
、ほ
と
ん

ど
部
屋
か
ら
出
な
い
高
齢
の
方

に
多
い
よ
う
に
感
じ
ま
す
が
、な

ぜ
こ
れ
ほ
ど
寒
さ
、涼
し
さ
が
苦

手
な
の
で
し
ょ
う
？

　
加
齢
に
よ
る
筋
肉
や
皮
下
脂

肪
の
減
少
、代
謝
の
低
下
、自
律

神
経
の
働
き
の
衰
え
、さ
ま
ざ
ま

な
要
因
が
関
係
し
て
い
ま
す
が
、

そ
の
一
つ
に
「
褐
色
脂
肪
組
織
」

の
老
化
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
ヒ
ト
を
含
む
哺
乳
類
の
多

く
は
、外
気
温
に
よ
ら
ず
一
定
の

体
温
を
保
つ「
恒
温
動
物
」に
分

類
さ
れ
て
い
ま
す
が
、そ
の
た
め

の
熱
の
大
部
分
を
発
生
さ
せ
て

い
る
の
が
褐
色
脂
肪
組
織
で
す
。

褐
色
脂
肪
組
織
は
、成
人
で
は

鎖
骨
の
上
の
く
ぼ
み
、背
骨
の
周

り
、頚
部
や
脇
の
下
に
多
く
存

在
し
、主
に
脂
肪
を
分
解
す
る
こ

と
で
熱
を
発
生
さ
せ
、全
身
を

温
め
て
い
ま
す
。
褐
色
脂
肪
組

織
は
加
齢
と
と
も
に
減
少
し
、

機
能
も
低
下
し
て
、十
分
な
熱

を
発
生
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な

く
な
り
、寒
さ
、涼
し
さ
刺
激
に

対
し
て
脆
弱
に
な
る
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
褐
色
脂
肪
組
織
は
熱
の
発
生

だ
け
で
な
く
、さ
ま
ざ
ま
な
ホ
ル

モ
ン
を
分
泌
し
、肥
満
や
心
疾

患
、糖
尿
病
、加
齢
に
対
抗
し
て

い
る
と
さ
れ
、定
期
的
な
運
動
を

行
う
こ
と
で
褐
色
脂
肪
組
織
が

活
性
化
さ
れ
、加
齢
や
生
活
習

慣
病
を
予
防
で
き
る
の
で
は
な

い
か
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。寒

さ
、涼
し
さ
が
苦
手
な
高
齢
の

方
に
は
、無
理
の
な
い
範
囲
で
、

定
期
的
な
運
動
の
習
慣
を
勧
め

て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
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７
月
25
日（
金
）、令
和
７

年
度
少
年
の
主
張
喜
多
方
市

大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

中
学
生
の
部
で
は
、各
学

校
の
代
表
生
徒
７
人
が
、さ

ま
ざ
ま
な
体
験
か
ら
思
い
描

く
決
意
や
社
会
や
世
界
に
向

け
て
の
考
え
を
中
学
生
ら
し

い
表
現
力
で
発
表
し
ま
し
た
。

　

最
優
秀
賞
受
賞
者
は
９
月

25
日（
木
）に
喜
多
方
市
で
開

催
さ
れ
る
県
大
会
に
出
場
し

ま
す
。ま
た
、優
秀
賞
受
賞
者

は
県
大
会
の
出
場
に
推
薦
し

ま
す
。

　

各
部
門
に
お
け
る
最
優
秀

賞
作
品
お
よ
び
優
秀
賞
作
品

は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
い
ま
す
の
で
、ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。

中
学
生
の
部（
敬
称
略
）

︻
少
年
の
主
張
︼

▼
最
優
秀
賞

　

薄　

百
花（
塩
川
中
）

▼
優
秀
賞

　

大
江　

直（
第
一
中
）

　

三
浦
永
愛（
会
北
中
）

　

坂
下
凌
輔（
山
都
中
）

　

和
田
雅
子（
高
郷
中
）

▼
優
良
賞

　

小
林
真
歩（
第
二
中
）

　

富
山
里
穂（
第
三
中
）

小
学
生
の
部（
敬
称
略
）

︻
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
︼

▼
最
優
秀
賞

　

小
澤　

遥（
第
一
小
）

▼
優
秀
賞

　

五
十
嵐  

く
る
み（
第
二
小
）

　

大
原
颯
修（
慶
徳
小
）

▼
優
良
賞

　

大
倉
那
奈（
松
山
小
）

　

渡
部
友
菜（
関
柴
小
）

　

小
池　

翼（
熊
倉
小
）

問
市
青
少
年
育
成
市
民
会

議
事
務
局（
生
涯
学
習
課
内
）

☎（
24
）５
３
１
８

内
容
第
19
回
市
町
村
対
抗

福
島
県
軟
式
野
球
大
会
が
、９

月
13
日（
土
）に
開
幕
し
ま
す
。

　
本
市
チ
ー
ム
の
１
回
戦
は
、

９
月
14
日（
日
）の
第
１
試
合

で
、棚
倉
町
と
対
戦
し
ま
す
。

試
合
予
定

▼
１
回
戦  

９
月
14
日（
日
）

小
野
あ
ぶ
く
ま
球
場
・
午

前
８
時
30
分
開
始
予
定

▼
２
回
戦  

９
月
23
日（
火
）

▼
３
回
戦  

９
月
28
日（
日
）

▼
準
々
決
勝
10
月
４
日（
土
）

▼
準
決
勝
・
決
勝
10
月
５
日

（
日
）

　

選
手
の
皆
さ
ん
は
優
勝
を

目
指
し
、チ
ー
ム
一
丸
で
練

習
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
市

民
の
皆
さ
ん
の
ご
声
援
を
お

願
い
し
ま
す
。

問
生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ

振
興
班

☎（
24
）５
３
２
７

第
19
回
市
町
村
対
抗
福
島
県

軟
式
野
球
大
会
組
み
合
わ
せ

社会教育関係団体紹介
喜多方市スポーツ民踊協会 きたかたダンスムーブメントスポーツ

内容  スポーツ民踊会は、５つの教室で活動していま
す。教室ごとに踊りも様々で、少ない団体数、会員数
ですが、良い発表会にできるよう一生懸命練習して
います。
場所  厚生会館、喜多方プラザ
会費  年額 5,000 円
問 申  斎藤  ヤス子 ☎（22）7069、厚生会館 ☎（22）1186

内容  小学１年生～高校生まで 40 人が所属
しています。年１回の発表会の他、県内各地
で開かれる地域のイベントにも出演してい
ます。週３回、基本から作品まで熱心に練習
しています。
場所  押切川体育館、喜多方プラザ 他
会費  月額 3,500 円

　詳細な情報や他の社会教育関係団体の紹
介は、市ホームページに掲載しています。

問 申  治田  啓子 ☎ 090（2989）3304

来
来
を
拓
く
喜
多
方
人

〜
素
直
な
想
い
や
鋭
い
感
覚
で
、未
来
を
描
く
〜

▲ 大会結果
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受
賞
者（
敬
称
略
）

▽
最
優
秀
賞
＝
山
口  

紗
永（
塩

川
小
５
年
）

▽
優
秀
賞
＝
園
部  

愛
心（
熱
塩

加
納
小
４
年
）、戸
田  

ゆ
り
乃

（
姥
堂
小
５
年
）、小
原  

日
向（
山

都
小
４
年
）

▽
入
選
＝
本
田  

結
葵（
第
二
小

４
年
）、波
田
野  

杏（
同
）、菊
地  

智
華（
上
三
宮
小
５
年
）、髙
橋

つ
む
ぎ（
豊
川
小
４
年
）、峯
岸  

歩
汰（
熱
塩
加
納
小
４
年
）、中
川  

葵
惟（
同
）、石
井  

奏
叶（
同
５
年
）、

山
本  

夏
鈴（
塩
川
小
５
年
）、平
塚  

優
奈（
駒
形
小
５
年
）、斎
藤  

心
絆

（
山
都
小
４
年
）

　
副
主
任
保
育
士
と
し
て
、事
務

や
後
輩
保
育
士
の
指
導
、幼
児
組

リ
ー
ダ
ー
や
主
任
の
補
佐
、各
ク

ラ
ス
の
保
育
に
あ
た
っ
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、園
外
活
動
時
の
バ
ス
の

運
転
や
動
画
編
集
な
ど
資
格
や

特
技
を
活
か
し
た
業
務
も
担
当

し
て
お
り
、同
法
人
の
東
町
の
び

や
か
保
育
園
に
は
男
性
保
育
士

が
１
名
い
ま
す
の
で
、交
流
を
大

切
に
し
て
い
ま
す
。

　
副
主
任
保
育
士
に
な
り
、５
年

以
上
が
経
過
し
ま
し
た
が
、様
々

な
視
点
か
ら
子
ど
も
を
見
る
こ

と
の
で
き
る
今
の
仕
事
に
や
り

が
い
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　
高
校
の
文
化
祭
で
、小
さ
な
子

ど
も
の
世
話
を
す
る
役
に
な
り
、

将
来
こ
の
よ
う
な
仕
事
に
就
く

の
も
い
い
か
も
し
れ
な
い
と
思

い
ま
し
た
。

　
ま
た
、母
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

週
１
回
、図
書
館
で
絵
本
の
読
み

聞
か
せ
を
行
っ
て
い
た
姿
を
見

て
育
っ
た
こ
と
も
き
っ
か
け
に

な
り
ま
し
た
。

　
男
性
保
育
士
だ
か
ら
と
い
う

こ
と
を
理
由
に
、保
護
者
に
心
配

さ
れ
る
よ
う
な
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、子
ど
も
の
成
長
段
階
を

考
え
た
対
応
な
ど
、女
性
保
育
士

が
で
き
て
、自
分
は
そ
れ
が
で
き

な
い
、と
い
う
場
面
で
は
、男
女

の
考
え
方
、価
値
観
の
違
い
に
よ

る
差
を
感
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
。

　
そ
の
差
を
埋
め
、自
分
も
同
じ

よ
う
に
で
き
る
よ
う
に
な
る
に

は
苦
労
し
ま
し
た
。

　
男
女
に
こ
だ
わ
ら
ず
、保
育
に

携
わ
る
全
て
の
人
と
保
育
の
楽

し
さ
を
共
有
す
る
こ
と
で
、そ
れ

ぞ
れ
が
、自
分
が
周
り
や
社
会
に

と
っ
て
大
切
な
存
在
で
あ
る
と

感
じ
ら
れ
る
よ
う
意
識
し
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、保
育
の
現
場
で
男
性
だ

か
ら
で
き
る
こ
と
も
あ
る
と
感

じ
て
い
ま
す
の
で
、男
女
が
と
も

に
活
躍
で
き
る
社
会
と
な
る
よ

う
意
識
し
て
い
ま
す
。

　
保
育
の
分
野
で
の
男
女
共
同

参
画
や
、よ
り
良
い
保
育
を
実
現

し
て
い
く
た
め
に
は
、夫
婦
が
と

も
に
子
育
て
に
協
力
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
あ
り
、子
ど
も
の

こ
と
を
想
っ
て
も
っ
と
子
ど
も

と
関
わ
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。

　
ま
た
、そ
れ
と
同
様
に
保
育
の

現
場
で
も
男
女
が
と
も
に
子
ど

も
た
ち
の
成
長
に
携
わ
っ
て
い

く
こ
と
も
大
切
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
当
園
唯
一
の
男
性
保
育
士
で

あ
る
渡
部
さ
ん
が
い
て
く
れ
る

こ
と
は
、非
常
に
心
強
い
で
す
。

　
女
性
保
育
士
だ
け
で
な
く
男

性
保
育
士
も
い
て
、子
ど
も
た
ち

が
様
々
な
人
に
ふ
れ
合
え
る
こ

と
が
子
ど
も
の
成
長
に
と
っ
て

大
切
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、男
性
保
育
士
の
渡
部
さ
ん
は

非
常
に
大
切
な
存
在
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。

  

企
画
調
整
課  

企
画
調
整
班

☎（
24
）５
２
０
９

きらレポ vol.51 進めよう男女共同参画

副
主
任
保
育
士

渡
部
宏
昭
さ
ん
に
聴
く

社
会
福
祉
法
人
啓
和
会
塩
川
の
び
や
か
保
育
園

　
１
９
８
１
年
生
ま
れ
の
喜
多
方
市
出
身
。妻
と
２
人
の
子
ど
も
、母

と
の
５
人
暮
ら
し
。

　
塩
川
の
び
や
か
保
育
園
唯
一
の
男
性
保
育
士
で
あ
り
、女
性
の
職
業

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
の
未
だ
残
る
保
育
の
分
野
で
、副
主
任
保
育
士
と
し

て
子
ど
も
た
ち
の
保
育
な
ど
に
携
わ
る
、そ
の
人
物
像
に
迫
る
。

わ
た
な
べ

　ひ
ろ
あ
き

お
仕
事
に
つ
い
て
聞
か

せ
て
く
だ
さ
い

男
性
保
育
士
と
し
て
の

苦
労
な
ど
を
教
え
て
く

だ
さ
い

現
在
の
仕
事
を
始
め
た

き
っ
か
け
を
教
え
て
く

だ
さ
い

こ
れ
か
ら
の
男
女
共
同

参
画
社
会
に
つ
い
て

問

園
長（
上
司
）の
小
林
さ

ん
か
ら
一
言

▲塩川のびやか保育園
　ホームページ

男
女
共
同
参
画
社
会
づ

く
り
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
い
る
こ
と
を
教
え

て
く
だ
さ
い

水
道
利
用
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰

　
令
和
７
年
度
水
道
利
用
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
が
行
わ
れ
、市
内
の

小
学
校
８
校
よ
り
寄
せ
ら
れ
た
作
品
１
０
１
点
の
中
か
ら
、入
賞
・
入
選

作
品
14
点
が
決
ま
り
ま
し
た
。

表
彰
式
は
、７
月
14
日（
月
）に
市
役
所
ホ
ー
ル
棟
２
階
大
会
議
室
で

行
い
、最
優
秀
賞
１
名
、優
秀
賞
３
名
の
計
４
名
が
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

  

上
下
水
道
課  

水
道
業
務
係  

☎（
22
）１
５
６
１

問

▲最優秀賞  山口  紗永さんの作品

や
ま
ぐ
ち
　  

さ
　  

え

▲

優
秀
賞  

小
原  

日
向
さ
ん
の
作
品 ▲優秀賞  戸田  ゆり乃さんの作品 ▲優秀賞  園部  愛心さんの作品

そ
の   

べ
　    

こ
こ
ろ

  

と
　
だ
　
　
　
　
　
　
　
の

  

お   

は
ら
　  

に
　
こ

ほ
ん   

だ
　  

ゆ
う   

き

  

は
　
た
　
の
　   

あ
ん

き
く  

ち

と
も   

か

た
か
は
し

み
ね
ぎ
し

あ
ゆ   

た

な
か
が
わ

あ
お
い

い
し  

い
　   

か
な
と

や
ま
も
と
　
か   

り
ん

ひ
ら
つ
か

ゆ
　
な

さ
い
と
う
　
こ
の
は
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受
賞
者（
敬
称
略
）

▽
最
優
秀
賞
＝
山
口  

紗
永（
塩

川
小
５
年
）

▽
優
秀
賞
＝
園
部  

愛
心（
熱
塩

加
納
小
４
年
）、戸
田  

ゆ
り
乃

（
姥
堂
小
５
年
）、小
原  

日
向（
山

都
小
４
年
）

▽
入
選
＝
本
田  

結
葵（
第
二
小

４
年
）、波
田
野  

杏（
同
）、菊
地  

智
華（
上
三
宮
小
５
年
）、髙
橋

つ
む
ぎ（
豊
川
小
４
年
）、峯
岸  

歩
汰（
熱
塩
加
納
小
４
年
）、中
川  

葵
惟（
同
）、石
井  

奏
叶（
同
５
年
）、

山
本  

夏
鈴（
塩
川
小
５
年
）、平
塚  

優
奈（
駒
形
小
５
年
）、斎
藤  

心
絆

（
山
都
小
４
年
）

　
副
主
任
保
育
士
と
し
て
、事
務

や
後
輩
保
育
士
の
指
導
、幼
児
組

リ
ー
ダ
ー
や
主
任
の
補
佐
、各
ク

ラ
ス
の
保
育
に
あ
た
っ
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、園
外
活
動
時
の
バ
ス
の

運
転
や
動
画
編
集
な
ど
資
格
や

特
技
を
活
か
し
た
業
務
も
担
当

し
て
お
り
、同
法
人
の
東
町
の
び

や
か
保
育
園
に
は
男
性
保
育
士

が
１
名
い
ま
す
の
で
、交
流
を
大

切
に
し
て
い
ま
す
。

　
副
主
任
保
育
士
に
な
り
、５
年

以
上
が
経
過
し
ま
し
た
が
、様
々

な
視
点
か
ら
子
ど
も
を
見
る
こ

と
の
で
き
る
今
の
仕
事
に
や
り

が
い
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　
高
校
の
文
化
祭
で
、小
さ
な
子

ど
も
の
世
話
を
す
る
役
に
な
り
、

将
来
こ
の
よ
う
な
仕
事
に
就
く

の
も
い
い
か
も
し
れ
な
い
と
思

い
ま
し
た
。

　
ま
た
、母
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

週
１
回
、図
書
館
で
絵
本
の
読
み

聞
か
せ
を
行
っ
て
い
た
姿
を
見

て
育
っ
た
こ
と
も
き
っ
か
け
に

な
り
ま
し
た
。

　
男
性
保
育
士
だ
か
ら
と
い
う

こ
と
を
理
由
に
、保
護
者
に
心
配

さ
れ
る
よ
う
な
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、子
ど
も
の
成
長
段
階
を

考
え
た
対
応
な
ど
、女
性
保
育
士

が
で
き
て
、自
分
は
そ
れ
が
で
き

な
い
、と
い
う
場
面
で
は
、男
女

の
考
え
方
、価
値
観
の
違
い
に
よ

る
差
を
感
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
。

　
そ
の
差
を
埋
め
、自
分
も
同
じ

よ
う
に
で
き
る
よ
う
に
な
る
に

は
苦
労
し
ま
し
た
。

　
男
女
に
こ
だ
わ
ら
ず
、保
育
に

携
わ
る
全
て
の
人
と
保
育
の
楽

し
さ
を
共
有
す
る
こ
と
で
、そ
れ

ぞ
れ
が
、自
分
が
周
り
や
社
会
に

と
っ
て
大
切
な
存
在
で
あ
る
と

感
じ
ら
れ
る
よ
う
意
識
し
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、保
育
の
現
場
で
男
性
だ

か
ら
で
き
る
こ
と
も
あ
る
と
感

じ
て
い
ま
す
の
で
、男
女
が
と
も

に
活
躍
で
き
る
社
会
と
な
る
よ

う
意
識
し
て
い
ま
す
。

　
保
育
の
分
野
で
の
男
女
共
同

参
画
や
、よ
り
良
い
保
育
を
実
現

し
て
い
く
た
め
に
は
、夫
婦
が
と

も
に
子
育
て
に
協
力
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
あ
り
、子
ど
も
の

こ
と
を
想
っ
て
も
っ
と
子
ど
も

と
関
わ
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。

　
ま
た
、そ
れ
と
同
様
に
保
育
の

現
場
で
も
男
女
が
と
も
に
子
ど

も
た
ち
の
成
長
に
携
わ
っ
て
い

く
こ
と
も
大
切
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
当
園
唯
一
の
男
性
保
育
士
で

あ
る
渡
部
さ
ん
が
い
て
く
れ
る

こ
と
は
、非
常
に
心
強
い
で
す
。

　
女
性
保
育
士
だ
け
で
な
く
男

性
保
育
士
も
い
て
、子
ど
も
た
ち

が
様
々
な
人
に
ふ
れ
合
え
る
こ

と
が
子
ど
も
の
成
長
に
と
っ
て

大
切
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、男
性
保
育
士
の
渡
部
さ
ん
は

非
常
に
大
切
な
存
在
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。

  

企
画
調
整
課  

企
画
調
整
班

☎（
24
）５
２
０
９

きらレポ vol.51 進めよう男女共同参画

副
主
任
保
育
士

渡
部
宏
昭
さ
ん
に
聴
く

社
会
福
祉
法
人
啓
和
会
塩
川
の
び
や
か
保
育
園

　
１
９
８
１
年
生
ま
れ
の
喜
多
方
市
出
身
。妻
と
２
人
の
子
ど
も
、母

と
の
５
人
暮
ら
し
。

　
塩
川
の
び
や
か
保
育
園
唯
一
の
男
性
保
育
士
で
あ
り
、女
性
の
職
業

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
の
未
だ
残
る
保
育
の
分
野
で
、副
主
任
保
育
士
と
し

て
子
ど
も
た
ち
の
保
育
な
ど
に
携
わ
る
、そ
の
人
物
像
に
迫
る
。

わ
た
な
べ

　ひ
ろ
あ
き

お
仕
事
に
つ
い
て
聞
か

せ
て
く
だ
さ
い

男
性
保
育
士
と
し
て
の

苦
労
な
ど
を
教
え
て
く

だ
さ
い

現
在
の
仕
事
を
始
め
た

き
っ
か
け
を
教
え
て
く

だ
さ
い

こ
れ
か
ら
の
男
女
共
同

参
画
社
会
に
つ
い
て

問

園
長（
上
司
）の
小
林
さ

ん
か
ら
一
言

▲塩川のびやか保育園
　ホームページ

男
女
共
同
参
画
社
会
づ

く
り
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
い
る
こ
と
を
教
え

て
く
だ
さ
い

水
道
利
用
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰

　
令
和
７
年
度
水
道
利
用
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
が
行
わ
れ
、市
内
の

小
学
校
８
校
よ
り
寄
せ
ら
れ
た
作
品
１
０
１
点
の
中
か
ら
、入
賞
・
入
選

作
品
14
点
が
決
ま
り
ま
し
た
。

表
彰
式
は
、７
月
14
日（
月
）に
市
役
所
ホ
ー
ル
棟
２
階
大
会
議
室
で

行
い
、最
優
秀
賞
１
名
、優
秀
賞
３
名
の
計
４
名
が
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

  

上
下
水
道
課  

水
道
業
務
係  
☎（
22
）１
５
６
１

問

▲最優秀賞  山口  紗永さんの作品

や
ま
ぐ
ち
　  

さ
　  

え

▲

優
秀
賞  

小
原  

日
向
さ
ん
の
作
品 ▲優秀賞  戸田  ゆり乃さんの作品 ▲優秀賞  園部  愛心さんの作品

そ
の   

べ
　    

こ
こ
ろ

  

と
　
だ
　
　
　
　
　
　
　
の

  

お   

は
ら
　  

に
　
こ

ほ
ん   

だ
　  

ゆ
う   

き

  

は
　
た
　
の
　   

あ
ん

き
く  

ち

と
も   

か

た
か
は
し

み
ね
ぎ
し

あ
ゆ   

た

な
か
が
わ

あ
お
い

い
し  

い
　   

か
な
と

や
ま
も
と
　
か   

り
ん

ひ
ら
つ
か

ゆ
　
な

さ
い
と
う
　
こ
の
は
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市民の皆さんの生活に
直結するいろいろな制
度や催しなどを紹介す
るコーナーです。
情 報 の 詳 細 に つ い て
は、 問 へ連絡してく
ださい。

情報
ステーション

補
助
・
支
援

児
童
扶
養
手
当
の
定
時
支
給
日

内
容 

９
月
11
日（
木
）は
、児

童
扶
養
手
当
の
定
時
支
給
日
で

す
。

　
今
回
の
支
給
は
７
月
分
と
８

月
分
で
す
。
個
別
に
支
給
通
知

は
送
付
し
ま
せ
ん
の
で
、登
録

さ
れ
て
い
る
通
帳
の
記
帳
に
よ

り
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

問 

こ
ど
も
課
子
育
て
支
援
班

☎（
24
）５
２
２
９
ま
た
は
各
総

合
支
所
住
民
課

募　
　
集

令
和
７
年
度 

技
能
功
労
者

表
彰
被
表
彰
候
補
者
の
推
薦

内
容 

優
れ
た
技
術
を
有
し
、

そ
の
産
業
の
発
展
に
寄
与
す
る

と
と
も
に
、後
継
者
の
育
成
な

ど
地
域
社
会
の
発
展
に
貢
献
さ

れ
て
い
る
方
々
を
表
彰
す
る
た

め
、各
組
合
団
体
な
ど
を
通
じ

て
候
補
者
の
推
薦
を
募
集
し
ま

す
。受付

期
間 

９
月
１
日（
月
）～

26
日（
金
）

表
彰
式 
11
月
７
日（
金
）予
定

問
申 

商
工
観
光
課
商
工
業
・

雇
用
・
創
業
支
援
班

☎（
24
）５
２
３
３

災
害
時
協
力
井
戸

内
容 

災
害
発
生
な
ど
に
よ
り

水
道
が
長
期
間
断
水
状
態
に
な

っ
た
場
合
に
備
え
、生
活
用
水

を
確
保
す
る
た
め
、皆
さ
ん
が

所
有
し
て
い
る
井
戸
を
「
災
害

時
協
力
井
戸
」
と
し
て
登
録
し

て
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

対
象 

市
内
に
住
所
が
あ
り
、

災
害
時
に
無
償
で
井
戸
水
を
飲

料
水
以
外
の
生
活
用
水（
清
掃

用
、ト
イ
レ
用
な
ど
）と
し
て
提

供
し
て
い
た
だ
け
る
方

申
請
方
法 

所
定
の
申
請
書
を

窓
口
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

ま
た
は
窓
口
で
取
得
で
き
ま

す
。
郵
送
希
望
の
方
は
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

※
既
に
登
録
を
受
け
て
い
る
方

は
手
続
き
不
用
で
す
。

問
申 

危
機
管
理
課
危
機
管

理
室

☎（
24
）５
２
２
１
ま
た
は
各
総

合
支
所
住
民
課

第
28
回「
酒
づ
く
り
講
座
」

参
加
者

内
容 「
日
本
酒
づ
く
り
」に
つ

い
て
「
実
技
」
を
体
験
し
な
が

ら
、『
純
米
酒
』
ま
た
は
『
純
米

吟
醸
酒
』を
造
り
ま
す
。

期
間 

11
月
１
日（
土
）～
令
和

８
年
３
月
７
日（
土
） 

※
各
蔵

元
で
日
程
が
異
な
り
ま
す
。
詳

し
く
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

場
所 

市
内
各
蔵
元

対
象 

20
歳
以
上
の
方

定
員 

１
０
０
人
程
度

参
加
費 

３
万
３
０
０
０
円

（
酒
造
好
適
米
代
金
、実
技
費
用

お
よ
び
７
２
０
㍉
㍑
㎖
換
算
で

約
12
本
分
の
酒
代
が
含
ま
れ
ま

す
）受付

期
間 

９
月
10
日（
水
）～

30
日（
火
）

申
し
込
み
方
法 

市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
、Ｆ
Ａ
Ｘ（
24
）４
６
１
２
、

ま
た
は
メ
ー
ル
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

問
申 

中
央
公
民
館
企
画
事

業
係

☎（
24
）４
８
１
１

今月の納期
１日	 市県民税２期
１日	 国民健康保険税２期
１日	 介護保険料２期
１日	 後期高齢者医療保険料２期
30日	 国民健康保険税３期
30日	 介護保険料３期
30日	 後期高齢者医療保険料３期

ラジオ広報番組
好評放送中

FM きたかた

78.2 MHZ

ほっとチャンネル
ピックアップ

土・日　正午

ほっとチャンネル
月～金 午後０時 15 分
ほっとチャンネル
ウィークリー

土・日　午前９時45分
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第
22
回
会
津
た
か
さ
と

雷
神
新
そ
ば
ま
つ
り

内
容 
新
そ
ば
２
杯
分
チ
ケ
ッ

ト
、天
ぷ
ら
盛
合
せ
、漬
け
物
、

飲
み
物
、デ
ザ
ー
ト
、温
泉
入
浴

券
付
き
。
新
そ
ば
一
杯
５
０
０

円
追
加
注
文
可
。
ア
ト
ラ
ク
シ

ョ
ン
、お
楽
し
み
抽
選
会
も
あ

り
ま
す
。

日
時 

10
月
18
日（
土
）、19
日

（
日
） 

両
日
と
も
午
前
11
時
～

午
後
１
時

場
所 

そ
で
や
ま
夢
交
流
館

定
員 

各
日
１
０
０
人

参
加
費 

中
学
生
以
上
２
８
０ 

０
円
、小
学
生
２
３
０
０
円

申
込
期
間 

９
月
19
日（
金
）～

10
月
10
日（
金
）

申
し
込
み
方
法 

電
話
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。
受
付
時
間

は
、午
前
９
時
～
午
後
８
時
ま

で
。火
曜
日
定
休
。

問
申 

ふ
れ
あ
い
ラ
ン
ド
高
郷

☎
０
２
４
１（
44
）２
８
８
８

コミュニティ助成事業
内容  地域のコミュニティ活動の充実・強化を目的とした事業への助成を行っています。応募多数の場

合は、事業の必要性・緊急性などから選定しますのでご了承ください。
対象  令和８年度に実施する下記の事業
申請期限  ９月 22 日（月）
申請方法  事前に問い合わせのうえ、申請してください。

助成事業 事業概要 助成金額

一般コミュニティ助成事業
（例）太鼓台の新造など

コミュニティ活動に直接必要な備品
などの整備

100～250 万円
（助成対象経費の 10/10 以内）

コミュニティセンター助成
事業

（例）自治会集会所の新築

住民の需要の実態に応じた機能を有
する集会施設の建設または大規模修
繕、およびその施設に必要な備品の
整備

上限 2,000 万円
（助成対象経費の 3/5 以内）

地域防災組織育成助成事業
自主防災組織が行う災害による被害
防止活動および軽減活動に必要な備
品などの整備

30～200 万円
（助成対象経費の 10/10 以内）

青少年健全育成助成事業

主として親子で参加するソフト事業
（スポーツ・レクリエーション活動に

関する事業、文化・学習活動、その他
コミュニティ活動のイベントなど）

30～100 万円
（助成対象経費の 10/10 以内）

※助成金額は 10 万円未満切り捨てになります。助成内容は今後、変更になる場合があります。
問 申  地域振興課 きたかたぐらし推進室 ☎（24）5306
　　    または各総合支所住民課
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山 中 文 人
取締役社長

info@kouyou－print.com

https://www.kouyou-print.com

内
容
創
業
に
必
要
と
さ
れ
る

「
経
営
、財
務
、人
材
育
成
、販
路

拡
大
」
に
つ
い
て
の
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
し
ま
す
。

対
象
者

①
市
内
で
創
業
を
目
指
す
方
、

創
業
に
関
心
の
あ
る
方

②
既
に
創
業
し
て
お
り
経
営
の

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
し
た
い
方

開
催
期
間

平
日
昼
間
コ
ー
ス

10
月
14
日（
火
）～
11
月
28
日

（
金
）。全
13
回

平
日
夜
間
コ
ー
ス

10
月
14
日（
火
）～
11
月
28
日

（
金
）。全
13
回

休
日
集
中
コ
ー
ス

10
月
11
日（
土
）～
11
月
29
日

（
土
）。全
13
回

会
場
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
で
の
オ
ン
ラ

イ
ン受講

料
無
料

申
込
期
限
９
月
30
日（
火
）

申
し
込
み
方
法
公
式
サ
イ
ト

か
ら
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

募　
集

喜
多
方
市
創
業
支
援
セ
ミ
ナ
ー▲ 公式サイト

電気柵購入支援事業（野生獣害対策事業補助金）
申請者の事前募集

　野生動物による被害を防止するためには、動物を農地
に入らせない、作物を食べられないようにすることが最
も大切です。　　
　「電気柵」は、農地の周囲に電気が流れる柵を設置し、
動物が農地に侵入できないようにする設備であり、被害
防止に非常に高い効果を発揮します。野生生物による被
害防止のため、電気柵設置を検討ください。

対象

①計画作成地区（行政区）… 集落環境診断の実績があり、診断結果に基づく被害対策計
画を作成している行政区

② 団体・法人… 市民で構成される団体（３戸以上で構成）、または市内に主たる事業所
を有する法人

③個人…市内に住所を有する個人
対象経費 市内に設置する電気柵の購入に要する経費

補助率
①計画作成地区…1/2 以内（上限 60 万円）
②団体・法人……1/2 以内（上限 30 万円）
③個人……………1/2 以内（上限 ５万円）

募集期限 10 月 31 日（金）

申し込み方法 電気柵設置を予定する土地の地図を持参のうえ、
窓口で申し込んでください。

※ 今回の募集は事前募集です。補助金の申請開始日は令和８年４月１日です。
補助率などは変更になる場合があり、また、すべての要望にお応えできない
場合があります。

問 申  市民生活課 有害鳥獣対策室 ☎（24）5261

令和８年度

拡
大
」
に
つ
い
て
の
セ
ミ
ナ
ー
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石堂ホール

HALL

明治27新館・多目的貸ホール明治27新館・多目的貸ホール

歴史をつむぎ

明日を彩る空間

会議・集会・各種イベント

最大３０名・テーブル椅子

喜多方市字六枚長4220－4

旧東高校通用門から北200ｍ

お問合わせ：090－1791－3270

支
援
制
度
セ
ミ
ナ
ー
修
了
者

は
、会
社
設
立
時
の
登
録
免
許

税
の
減
免
、創
業
関
連
保
証
の

特
例
、日
本
政
策
金
融
公
庫
新

規
開
業
支
援
資
金
の
貸
付
利
率

の
引
き
下
げ
な
ど
の
支
援
制
度

を
利
用
で
き
ま
す
。

問
申
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
か
け
は
し

☎（
26
）０
９
２
５

内
容
福
祉
サ
ー
ビ
ス
従
事
者

と
し
て
働
く
た
め
の
基
礎
を
学

べ
る
研
修
を
実
施
し
ま
す
。

日
時
10
月
７
日（
火
）～
８
日

（
水
）の
２
日
間
午
前
10
時
～

午
後
４
時

場
所
喜
多
方
プ
ラ
ザ

対
象
60
歳
以
上
の
方

受
講
料
無
料

定
員
10
人
程
度（
書
類
選
考
）

申
込
期
限
９
月
24
日（
水
）

申
し
込
み
方
法
申
し
込
み
フ

ォ
ー
ム
、ま
た
は
申
込
書
を
Ｆ

Ａ
Ｘ（
23
）１
３
１
３
、郵
送
、持

参
の
い
ず
れ
か
で
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
申
込
書
は
窓
口
で
取

得
で
き
ま
す
。

問
申
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー

☎（
23
）１
３
１
３

内
容
テ
ク
ノ
ア
カ
デ
ミ
ー
会

津
と
連
携
し
、「
分
散
型
宿
泊
と

観
光
ま
ち
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ

に
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
９
月
17
日（
水
）
午
後

２
時
～
３
時
30
分

場
所
喜
多
方
プ
ラ
ザ
第
３

会
議
室

講
師
バ
リ
ュ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
株
式
会
社
社
長
室
ゼ
ネ
ラ

ル
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
丸
岡
直
樹

氏申
込
期
限
９
月
10
日（
水
）

参
加
料
無
料

申
し
込
み
方
法
電
話
ま
た
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

問
申
県
立
テ
ク
ノ
ア
カ
デ
ミ

ー
会
津

☎（
27
）３
２
２
１

内
容
外
国
人
に
日
本
語
を
教

え
る
こ
と
が
初
め
て
の
方
を
対

象
に
講
座
を
開
催
し
ま
す
。
講

座
終
了
後
、１
時
間
程
度
座
談

会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

日
時
９
月
28
日（
日
）
午
後

１
時
～
３
時

場
所
喜
多
方
プ
ラ
ザ
第
２

会
議
室

対
象
日
本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
興
味
の
あ
る
方

講
師  

福
島
医
療
専
門
学
校
日

本
語
学
科
主
任
鈴
木
奈
々
江

氏参
加
費  

無
料

持
ち
物  

筆
記
用
具

申
込
期
限
９
月
24
日（
水
）

申
し
込
み
方
法
電
話
、メ
ー

ル
✉m

ailakia@
seagreen.

ocn.ne.jp

、ま
た
は
申
し
込
み

フ
ォ
ー
ム
か
ら
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

問
申
会
津
喜
多
方
国
際
交
流

協
会

☎（
22
）１
７
１
２

内
容
外
国
人
材
の
雇
用
に
つ

い
て
の
疑
問
、不
安
を
解
消
で

き
る
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し
ま

す
。日時

10
月
23
日（
木
）
午
後

１
時
30
分
～
３
時
30
分

場
所
第
１
会
議
室（
本
庁
舎

３
階
）

対
象
外
国
人
を
雇
用
し
て
い

る
事
業
者
お
よ
び
外
国
人
材
雇

用
に
興
味
関
心
の
あ
る
方

定
員
20
人
※
１
社
２
人
ま
で

会
費
無
料

申
込
期
限
10
月
17
日（
金
）

申
し
込
み
方
法  

申
し
込
み

フ
ォ
ー
ム
、電
話
、メ
ー
ル
✉

kitakata.soudan@
vega.ocn.

ne.jp

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。
申
し
込
み
の
際
は
「
事
業

所
名
、住
所
、参
加
者
名（
所
属・

役
職
）、参
加
人
数
、連
絡
先
電

話
番
号
、メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
」

を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

問
申
会
津
喜
多
方
国
際
交
流

協
会

☎（
23
）６
２
１
０

福
祉
サ
ー
ビ
ス
従
事
者

養
成
研
修

▲ 申し込み
　 フォーム

き
た
か
た
観
光
セ
ミ
ナ
ー▲ 申し込み

　 フォーム

日
本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

入
門
講
座

外
国
人
材
雇
用
セ
ミ
ナ
ー

▲ 申し込み
　 フォーム

▲ 申し込み
　 フォーム
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福島県喜多方市字1丁目4 5 4 1 - 1
TEL＆FAX 0 2 4 1 - 2 2 - 1 1 6 3

募　
　
集

令
和
８
年
度「
こ
ど
も
ま
ん
な
か

児
童
福
祉
週
間
」標
語

内
容
子
ど
も
た
ち
を
応
援
す

る
標
語
や
、未
来
へ
向
け
て
の

子
ど
も
た
ち
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
と
な
る
標
語
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
期
限
９
月
30
日（
火
）

応
募
方
法
郵
便
、ま
た
は
Ｆ

Ａ
Ｘ
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、メ
ー

ル
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
先
〒
１
０
２
︱

０
０
８
１

東
京
都
千
代
田
区
四
番
町
２
︱

12
四
番
町
Ｔ
Ｈ
ビ
ル
６
階  

公

益
財
団
法
人
児
童
育
成
協
会

「
標
語
募
集
」係
宛
て

問
申
公
益
財
団
法
人  

児
童

育
成
協
会「
標
語
募
集
」係

☎
03（
５
３
５
７
）１
１
７
４

テ
ク
ノ
ア
カ
デ
ミ
ー
会
津

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

内
容
学
校
説
明
、体
験
授
業
、

施
設
見
学
、保
護
者
説
明
会
、学

生
寮
見
学
、個
別
相
談
会
を
行
い

ま
す
。事
前
申
込
は
不
要
で
す
。

日
時
９
月
６
日（
土
）
午
前

10
時
～
午
後
０
時
30
分

対
象
高
校
生
と
保
護
者
、会

津
地
域
で
就
職
を
考
え
て
い
る

方場
所
県
立
テ
ク
ノ
ア
カ
デ
ミ

ふくしまデスティネーションキャンペーンを盛り上げましょう！
　令和８年４月から６月まで開催される観光キャンペーン「ふくしまデスティネーションキャンペー
ン」（以下「ふくしまＤＣ」）に向けて、さまざまな取り組みが実施されます。

ふくしまＤＣによる福島創生シンポジウム
内容  講演「観光のチカラ～ふくしまＤＣと地域の観光振興～」、パネルディスカッション。聴講無料。
日時  ９月 10 日（水） 午後２時 55 分～６時 15 分
会場  熱塩温泉 山形屋　 講師  東日本旅客鉄道株式会社  執行役員東北本部長　高岡   崇  氏
定員  100 人
申込締切  ８月 31 日（日） 
申し込み方法  専用フォームから申し込んでください。
問 申  日本旅館協会福島県支部 ☎ 024（521）1448

ふくしまＤＣ機運醸成講演会
内容  講演「鉄道と観光まちづくり～ローカル鉄道再生請負人に聞く！日中線しだれ桜並木と磐越西線の活

性化に向けてできること～」。聴講無料。
日時  10 月７日（火） 午後２時
会場  喜多方プラザ 小ホール　 講師  大井川鐵道株式会社　代表取締役　鳥塚   亮  氏
定員  150 人
申込締切  10 月 1 日（水）
申し込み方法  専用フォームから申し込んでください。
問 申  極上の会津喜多方推進委員会 ☎ 090（1068）4374

ローカルアンバサダー募集
内容  ふくしま DC に合わせて、福島県の魅力を発信するローカルアンバサダーを募集します。
対象  県内に拠点のある団体・企業、県内在住の個人または任意団体・グループなど
方法  専用フォームより申し込んでください。認定後、事務局より認定証およびオリジナル

缶バッジを送付します。
募集期間  令和８年６月 30 日（火）まで
問 申  福島県デスティネーションキャンペーン実行委員会ローカルアンバサダー事務局
　　　☎ 024（521）7398

▲ 専用フォーム

▲ 専用フォーム

▲ 専用フォーム
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ー
会
津

問
県
立
テ
ク
ノ
ア
カ
デ
ミ
ー

会
津

☎（
27
）３
２
２
１

テ
ク
ノ
セ
ミ
ナ
ー
受
講
者

第
二
種
電
気
工
事
士（
学
科
）

下
期

日
時
９
月
25
日（
木
）、10
月

２
日（
木
）、９
日（
木
）、16
日

（
木
）午
前
９
時
～
午
後
４
時

受
講
料
５
５
０
０
円

教
材
費
１
３
２
０
円

定
員
10
人

申
込
期
限
９
月
８
日（
月
）

危
険
物
取
扱
者（
乙
種
第
４
類
）

日
時
10
月
３
日（
金
）、７
日

（
火
）、10
日（
金
）、14
日（
火
）、

17
日（
金
）、21
日（
火
）、24
日

（
金
）午
後
６
時
～
８
時

受
講
料
４
３
０
０
円

教
材
費
２
１
９
０
円

定
員
10
人

申
込
期
限
９
月
17
日（
水
）

は
じ
め
て
の
ド
ロ
ー
ン
操
作

（
下
期
）

日
時
10
月
８
日（
水
）
午
前

９
時
～
午
後
４
時

受
講
料
１
９
０
０
円

教
材
費
無
料

定
員
６
人

申
込
期
限
９
月
19
日（
金
）

新
入
社
員
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

研
修

日
時
10
月
９
日（
木
）
午
前

９
時
～
午
後
４
時

受
講
料
１
９
０
０
円

教
材
費
無
料

定
員
10
人

申
込
期
限
９
月
24
日（
水
）

第
一
種
電
気
工
事
士（
実
技
）

日
時
10
月
21
日（
火
）、28
日

（
火
）、11
月
４
日（
火
）、11
日

（
火
）午
前
９
時
～
午
後
４
時

受
講
料
７
９
０
０
円

教
材
費
２
６
４
０
円

定
員
10
人

申
込
期
限
10
月
３
日（
金
）

問
申
県
立
テ
ク
ノ
ア
カ
デ
ミ

ー
会
津

☎（
27
）３
２
２
１

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ジ
ャ
イ
カ
海
外

協
力
隊
秋
募
集
説
明
会

日
時
９
月
13
日（
土
）
午
前

９
時
30
分
～
午
後
４
時

場
所
二
本
松
青
年
海
外
協
力

隊
訓
練
所（
二
本
松
市
）

参
加
費
無
料

問
申
Ｊ
ＩＩ
Ｃ
Ａ
二
本
松

☎
０
２
４
３（
24
）３
２
０
０

お
知
ら
せ

市
総
合
防
災
訓
練

内
容
市
、防
災
関
係
機
関
、市

民
が
一
体
と
な
っ
て
、放
水
・

救
出
な
ど
の
訓
練
や
、防
災
資

機
材
の
展
示
な
ど
を
行
い
ま

す
。日時

９
月
21
日（
日
）
午
前

10
時
30
分
～
午
後
２
時

場
所
熱
塩
加
納
体
育
館
、熱

塩
加
納
運
動
場
な
ど

そ
の
他
駐
車
場
は
夢
の
森
駐

車
場
で
す
。な
お
、当
日
は
消
防

車
両
に
よ
る
サ
イ
レ
ン
や
Ｆ
Ｍ

防
災
ラ
ジ
オ
、屋
外
拡
声
設
備

な
ど
か
ら
訓
練
放
送
が
流
れ
ま

す
。ま
た
、会
場
付
近
の
道
路
の

一
時
通
行
規
制
が
あ
り
ま
す
の

で
、ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

問
危
機
管
理
課
危
機
管
理
室

☎（
24
）５
２
２
１
ま
た
は

熱
塩
加
納
総
合
支
所
住
民
課

☎（
36
）２
１
１
１

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

見
え
な
い
を　
見
え
る
に
変

え
る　
反
射
材

期
間
９
月
21
日（
日
）～
30
日

（
火
）

運
動
の
重
点

①
歩
行
者
の
安
全
な
道
路
横
断

方
法
等
の
実
践
と
反
射
材
用
品

や
明
る
い
目
立
つ
色
の
衣
服
等

の
着
用
促
進

②
な
が
ら
ス
マ
ホ
や
飲
酒
運
転

等
の
根
絶
と
夕
暮
れ
時
の
早
め

の
ラ
イ
ト
点
灯
や
ハ
イ
ビ
ー
ム

の
活
用
促
進

③
自
転
車
・
特
定
小
型
原
動
機

付
自
転
車
の
交
通
ル
ー
ル
の
理

解
・
遵
守
の
徹
底
と
ヘ
ル
メ
ッ

ト
着
用
促
進

交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指
す
日

９
月
30
日（
火
）

問
危
機
管
理
課
危
機
管
理
室

☎（
24
）５
２
２
１

９月、10 月は「行政相談月間」
内容  役所（国、県および市町村）などの仕事に関して、苦情や

要望したいこと、困っていること、分からないことなどについ
て相談に応じ、その解決をお手伝いします。相談は無料で、秘密
は厳守されますので、お気軽にご相談ください。
日時・場所

○ ９月３日（水）、10 月１日（水）午前 10 時から正午・9 月は一ノ
木会館、10 月は相川会館

○ ９月 11 日（木）、10 月９日（木）午前９時～11 時・熱塩加納保
健福祉センター「夢の森」

○ ９月 12 日（金）、10 月 10 日（金）午後１時～４時・本庁舎１階
相談室

○  10 月 24 日（金）午後１時～４時・熊倉公民館
○  10 月６日（月）午後２時～４時・塩川保健福祉センター

「いきいきセンター」
○  10 月 16 日（木）午前９時～11 時・高郷公民館研修室
問  市民生活課 環境政策推進室 ☎（24）5285

▲ ＪＩＣＡ
　 ホームページ
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場
所
市
民
ロ
ビ
ー（
本
庁
舎

ホ
ー
ル
棟
１
階
）

問
都
市
整
備
課
建
築
景
観
係

☎（
24
）５
２
６
７

人
権
擁
護
委
員
の

退
任
お
よ
び
委
嘱

内
容
人
権
擁
護
委
員
は
、70

年
以
上
に
渡
り
、憲
法
で
保
障

さ
れ
て
い
る
地
域
住
民
の
基
本

的
人
権
の
擁
護
と
人
権
尊
重
思

想
の
普
及
高
揚
を
目
的
と
し
て

活
動
し
て
い
ま
す
。

退
任
令
和
７
年
６
月
30
日
付

け
で
法
務
大
臣
か
ら
感
謝
状
が

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

斎
藤  
勝
富
氏（
塩
川
地
区
）

山
口  
惠
司
氏（
高
郷
地
区
）

委
嘱
令
和
７
年
７
月
１
日
付

け
で
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
発
令

さ
れ
ま
し
た
。

大
島  

陽
平
氏（
喜
多
方
地
区
）

五
十
嵐  

純
氏（
塩
川
地
区
）

石
川  

直
子
氏（
高
郷
地
区
）

問
市
民
生
活
課
環
境
政
策
推

進
室

☎（
24
）５
２
８
５

「
食
生
活
改
善
普
及
運
動
」に

取
り
組
も
う
！

内
容
毎
年
９
月
１
日
か
ら
30

日
ま
で
の
１
カ
月
間
は「
食
生
活

改
善
普
及
運
動
」の
期
間
で
す
。

　
『
ま
ず
は
毎
日
、あ
と
一
皿
ず

つ
野
菜
と
果
物
を
プ
ラ
ス
』
を

テ
ー
マ
に
、「
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い

食
事
を
摂
っ
て
い
る
者
の
増

加
」「
野
菜
摂
取
量
の
増
加
」「
果

物
摂
取
量
の
改
善
」「
食
塩
摂
取

量
の
減
少
」「
牛
乳
・
乳
製
品
の

摂
取
習
慣
の
定
着
」
に
向
け
た

取
り
組
み
を
強
化
す
る
た
め
全

国
的
に
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
市
内
協
力
店
舗
に
掲
示
し
て

い
ま
す
の
で
、普
段
の
食
事
に

お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

問
保
健
課
健
康
推
進
室

☎（
24
）５
２
２
３

チ
ャ
レ
ン
ジ
・
フ
ェ
ス
タ

in
塩
川

内
容
さ
ま
ざ
ま
な
ス
ポ
ー
ツ

に
ふ
れ
あ
い
、楽
し
み
な
が
ら

体
力
・
健
康
づ
く
り
と
親
睦
を

深
め
ま
し
ょ
う
！

日
時
10
月
13
日（
月
・
祝
）

午
前
８
時
30
分

場
所
御
殿
場
公
園
運
動
広
場

※
荒
天
の
場
合
は
塩
川
体
育
館

実
施
種
目

①
体
力
測
定

②
団
体
種
目（
９
月
22
日
ま
で

事
前
申
し
込
み
が
必
要
）長
な

わ
と
び
、フ
リ
ー
ス
ロ
ー

③
個
人
種
目
ス
ト
ラ
ッ
ク
ア
ウ

ト
、キ
ッ
ク
タ
ー
ゲ
ッ
ト
な
ど

問
申
塩
川
公
民
館

☎（
27
）４
１
７
４

就
職
の
無
料
相
談

内
容
県
内
で
の
就
職
を
希
望

す
る
方
を
対
象
に
、電
話
、メ
ー

ル
、オ
ン
ラ
イ
ン
相
談
、窓
口
、

出
張
相
談
を
実
施
し
て
い
ま

す
。主な

支
援

●
就
職
相
談
、職
業
紹
介

●
心
理
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

●
各
種
セ
ミ
ナ
ー
・
職
業
訓
練

情
報（
応
募
書
類
作
成
や
求
人

検
索
に
使
え
る
パ
ソ
コ
ン
あ
り
）

お
知
ら
せ

︽
国
民
健
康
保
険
︾

「
被
保
険
者
証
等
」の
更
新

内
容
現
在
お
持
ち
の
被
保
険

者
証
ま
た
は
資
格
確
認
書
は
有

効
期
限
が
令
和
７
年
９
月
30
日

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

令
和
７
年
10
月
１
日
か
ら

は
、「
マ
イ
ナ
保
険
証
」
を
お
持

ち
の
方
は
引
き
続
き
「
マ
イ
ナ

保
険
証
」を
お
使
い
く
だ
さ
い
。

「
マ
イ
ナ
保
険
証
」
を
お
持
ち

で
な
い
方
に
は
、「
資
格
確
認

書
」
を
９
月
上
旬
か
ら
特
定
記

録
郵
便
で
順
次
発
送
し
ま
す
。

　
有
効
期
限
の
切
れ
た
「
被
保

険
者
証
」
ま
た
は
「
資
格
確
認

書
」
は
、窓
口
へ
返
却
ま
た
は

ご
自
身
で
細
か
く
裁
断
し
破
棄

し
て
く
だ
さ
い
。

問
保
健
課
国
保
医
療
係

☎（
24
）５
２
２
４
ま
た
は
各
総

合
支
所
住
民
課

空
き
家
に
関
す
る
相
談
会

内
容
空
き
家
の
こ
と
で
お
困

り
の
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

仕
事
な
ど
で
平
日
に
相
談
が
難

し
い
方
は
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ

い
。日時

10
月
５
日（
日
）
午
前

９
時
～
正
午

ごみ出しはルールを守りましょう！
　ごみの集積所は地区で管理
されています。近所のみなさん
に迷惑をかけないように、ごみ
出しのルールを守って、きれい
な街にしましょう！

他地区へのごみの持ち込みはやめましょう
　ごみはお住いの地区の決められた集積所へ
出してください。

ごみを出す日時を守りましょう
　収集日の当日、午前 6 時から 8 時 30 分の間に
出してください。

ごみの分別ルールを守りましょう
　分別ルールが守られていないごみは収集され
ず残されるため、近所の方の迷惑となります。
問  市民生活課 環境政策推進室
　  ☎（24）5285

▲  食生活改善普及
運動特設ページ
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●
完
全
予
約
制
で
落
ち
着
い
た

環
境
で
相
談
が
で
き
ま
す（
専

任
相
談
員
男
女
１
人
ず
つ
在
籍

し
て
い
ま
す
）

日
時
月
～
土
曜
日
午
前
10

時
～
午
後
７
時

場
所
会
津
若
松
商
工
会
議
所

２
階

問
申
ふ
く
し
ま
生
活
・
就
職

応
援
セ
ン
タ
ー
会
津
若
松
事
務

所☎
０
２
４
２（
27
）８
２
５
８

障
害
者
就
職
面
接
会

日
時
10
月
24
日（
金
）
午
後

１
時
～
４
時

場
所
会
津
ア
ピ
オ
ス
ペ
ー
ス

展
示
ホ
ー
ル

参
加
企
業
数
30
社
程
度

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
会
津
若
松

☎
０
２
４
２（
26
）３
３
３
３

労
働
困
り
ご
と
相
談

内
容
賃
金
未
払
い
、解
雇
、退

職
な
ど
の
労
使
間
の
困
り
ご
と

や
疑
問
に
つ
い
て
の
相
談
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。
相
談
は
無

料
で
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

受
付
時
間
午
前
８
時
30
分
～

正
午
、午
後
１
時
～
５
時
※
土

日
祝
日
を
除
く

問
福
島
県
労
働
委
員
会
事
務
局

☎
０
２
４（
５
２
１
）７
５
９
４

年　
金

電
話
で
の
年
金
相
談

受
付
時
間

・
月
曜
日（
月
曜
日
が
休
日
の

場
合
は
火
曜
日
）
午
前
８
時
30

分
～
午
後
７
時

・
火
曜
日
～
金
曜
日
午
前
８
時

30
分
～
午
後
５
時
15
分

・
第
２
土
曜
日
午
前
９
時
30
分

～
午
後
４
時

問
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０（
05
）１
１
６
５

年
金
出
張
相
談

日
時
10
月
９
日（
木
）
午
前

10
時
～
午
後
４
時

場
所
市
民
ロ
ビ
ー（
本
庁
舎

ホ
ー
ル
棟
１
階
）

相
談
時
間
１
人
30
分
程
度

※
事
前
に
予
約
し
た
方
の
み
利

用
で
き
ま
す
。
必
ず
相
談
日
の

１
カ
月
前
か
ら
前
々
日
ま
で
に

予
約
し
て
く
だ
さ
い
。な
お
、予

定
人
数
と
な
り
次
第
締
め
切
り

と
な
り
ま
す
。

問
申
会
津
若
松
年
金
事
務
所

☎
０
２
４
２（
27
）５
３
２
１

税
喜
多
方
市
定
額
減
税
不
足
額
給

付
金
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の
開
設

内
容
令
和
６
年
分
所
得
税
お

よ
び
定
額
減
税
の
実
績
額
な
ど

の
確
定
後
に
、昨
年
度
実
施
し

た
当
初
調
整
給
付
の
額
に
不
足

が
あ
る
と
判
明
し
た
方
な
ど
に

対
し
て
追
加
で
給
付
し
ま
す
。

　
不
足
額
給
付
の
制
度
や
申
請

手
続
き
に
つ
い
て
は
、コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー
に
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。な
お
、不
足
額
給
付
金

の
支
給
対
象
者
に
は
９
月
上
旬

に
「
支
給
の
お
知
ら
せ
」
ま
た

は「
確
認
書
」を
送
付
し
ま
す
。

受
付
時
間
午
前
８
時
30
分
～

午
後
７
時（
土
・
日
・
祝
日
を

除
く
）

注
意
事
項
給
付
金
の
支
給
に

あ
た
り
、市
や
国
の
機
関
が
Ａ

Ｔ
Ｍ
の
操
作
や
手
数
料
の
振
り

込
み
を
求
め
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。
不
審
な
電
話
を
受
け
た

場
合
は
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
や

警
察
署
に
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

問
喜
多
方
市
定
額
減
税
不
足

額
給
付
金
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
２
０（
50
）２
３
４
１

年金生活者支援給付金制度
内容  公的年金などの収入やその他の所得額が一定基準額以下の場合に、年金受給者

の生活を支援するため、年金に上乗せして支給されるものです。
　なお、受け取りには、請求書の提出が必要です。すでに受給している方は、新たな手続
きは原則不要です。
対象者  次の要件をすべて満たしている方。

老齢基礎年金を受給している方 障害基礎年金・遺族基礎年金を受給している方

・ 65 歳以上である
・ 世帯全員の市町村民税が非課税である
・ 前年の年金収入額とその他所得額の合

計が約 90 万 9,000 円以下である

・ 前年の所得額が約479万4,000円+（扶養親族の数×38万円）
以下である

請求手続き
　新たに支給対象となる方には、９月初旬ごろに日本年金機構からお知らせが届きます。同封の請求書に記入
のうえ、請求してください。
　また、これから年金を受給する方は、年金の請求手続きと併せて請求してください。
問  給付金専用ダイヤル ☎ 0570（05）4092
申  市民課 市民窓口班 ☎（24）5226 または各総合支所住民課
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●  国勢調査は、令和７年 10 月１日現在、日本に住んでいるすべての人と世帯が対象です。
●  ９月下旬頃から、調査員が皆さまのお宅を訪問し、調査書類をお配りします。
●  回答は、10 月 8 日までに、スマホやパソコンからかんたん便利なインターネットでお願いします
　（郵送も可能です。）。
●  スマホからの回答は、下記二次元コードを読み取ることで簡単にログインできます。ＩＤやパス
　  ワード（アクセスキー）の入力は不要です。
●  10 月８日までに回答が確認できない場合は、調査員が調査票の回収に伺います。
●  国勢調査の結果は、国や地方公共団体だけではなく、子育て支援への利用、防災対策への利用、企
　  業等での利用など、私たちの身近な暮らしに使われています。
●  万一、調査書類が届いていない場合や、追加の調査票が必要な場合（５人以上の世帯など）は、市の
　  国勢調査担当窓口へご連絡ください。

企画調整課  情報統計係 ☎（24）5210問

令和７年国勢調査の実施について
回答はかんたん便利なインターネットで。

インターネット回答期間 調査票（紙）での回答期間

9/20土
10/8 水

10/8 水
10/1 水

【かたり調査】

・国勢調査をよそおった詐欺（さぎ）や不審な調査にご注意ください。
・国勢調査では、金銭を要求することはありません。また、銀行口座の暗証番号やクレジットカード番号
   をお聞きすることもありません。

・調査員は、その身分を証明する『国勢調査員証』を携帯しています。  国勢調査をよそおった不審な訪問
   者や、不審な電話・電子メール・ウェブサイトなどにご注意ください。不審に思った際には、速やかに
   お知らせください。

国勢調査については、「国勢調査2025キャンペーンサイト」をご覧ください。

総務省・都道府県・市区町村
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９月は認知症月間です

問 申  社会福祉課 地域包括ケア推進班 ☎（24）5257

ク マ 出 没 特 別 注 意 報 発 令 中
　今年はクマのエサとなるブナの実が大凶作となる見込みです。今後もエサを求めて人里に出没する
危険性が高く、人身事故のリスクが高い状態が続くと懸念されます。

農作業などを行う際の注意事項
・作業中にはラジオなど音の出る物を携帯し、自分の存在をアピールしましょう。
・頻繁にクマが出没する場所では、できるだけ単独の作業は避けましょう。
・ 森林、斜面林などの農地はクマ類の出没ルートとなりやすいので特に注意し、安全確認を行いな

がら周囲の刈り払いなどを行いましょう。

クマを引き寄せる誘引物の適切な管理
・ 生ごみや野菜などの収穫残さを放置しないようにしましょう。人間にとってはごみでも動物に

とっては貴重な食糧です。放置して一度でも食べられると味を覚えてしまい、必ずまた出没する
ようになってしまいます。

・収穫していない果実は放置せず、適切に除去しましょう。
・クマ類は建物の中に入り込み採食することもあります。日ごろから施錠を徹底しましょう。

介護関連事業所職員による認知症に関する個別相談会
日時  ９月３日（水）、10 日（水） 午後２時～３時 30 分

　　　17 日（水）、24 日（水） 午前 10 時～11 時 30 分
場所  市民ロビー（本庁舎ホール棟 1 階）
参加方法  事前予約または当日会場へお越しくださ

い。予約を希望の方は電話で申し込んでください。
（事前予約優先）

認知症サポーター・わんわんパトロール隊養成講座
内容  認知症の基礎知識と接し方を学びます。また、犬の散歩の時間を利用

し地域の高齢者などの見守り活動を行う「わんわんパトロール隊員」を養
成します。
日時  ９月 25 日（木）午前 10 時～11 時 30 分
場所  第１会議室（本庁舎３階）
対象  一般の方、犬を飼っている方（高校生以下は除く）
定員  15 人（先着順）
申込期限  ９月 19 日（金）

　広報きたかた７月号裏表
紙「市の人口」について、県
の公表値に訂正がありまし
たので、下記のとおり訂正
いたします。

訂正前：人口  41,045 人
　　　　女性  21,208 人
訂正後：人口  41,044 人
　　　　女性  21,207 人

　なお、令和 6 年 3 月分の転
入・転出数について、他市
町村から県へ報告漏れがあ
ったため、令和 6 年 4 月～令
和 7 年 5 月の人口について
も同様に、総人口と女性の
人数は△１になります。
問  企画調整課 情報統計係
　  ☎（24）5210

問  市民生活課 有害鳥獣対策室 ☎（24）5261

ク マ 出 没 特 別 注 意 報 発 令
クマに

注
意ク
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休日の当番医（初期救急）･薬局

診療時間：午前９時～午後５時

こころの健康相談
日　時 内容 場所・相談先

９月   12 日（金）
午後１時 30 分
　  ～３時 30 分

ひきこもり
家族教室

会津保健福祉事務所
☎ 0242（29）5275　　   16 日（火）

午後１時 30 分
　  ～３時 30 分

心の
健康相談

　　　　　　　各種無料相談を行っています。相談を希望される
方は電話予約をお願いします。秘密は固く守られますので、悩み
ごとや困りごとなど気軽に相談してください。

日　時 場　所 相　談　員 予　約　先

行　
政

９月 　３日（水）
午前 10 時～正午 一ノ木会館 行政相談委員

佐藤　耕治
山都総合支所住民課
☎（38）3811

　　　11 日（木）
午前９時～11 時

熱塩加納保健福祉
センター（夢の森）

行政相談委員
遠藤　俊一

熱塩加納総合支所住民課
☎（36）2111

　　　12 日（金）
午後１時～４時

本庁舎１階
相談室

行政相談委員
小原　良一

市民生活課
☎（24）5285

10 月　１日（水）
午前 10 時～正午 相川会館 行政相談委員

佐藤　耕治
山都総合支所住民課
☎（38）3811

人　
権

９月 　１日（月）
午前９時～正午

塩川保健福祉センター
（いきいきセンター）

人権擁護委員
筒井　弘
小島　早苗
五十嵐　純

塩川総合支所住民課
☎（27）2111

　　　 ３日（水）
午前 10 時～正午 一ノ木会館

人権擁護委員
大関　倫朗
鈴木　淳
神田　加代子

山都総合支所住民課
☎（38）3811

　　　18 日（木）
午後１時～４時

本庁舎１階
相談室

人権擁護委員
高橋　志保
星　朋子

市民生活課
☎（24）5285

10 月　１日（水）
午前 10 時～正午 相川会館

人権擁護委員
大関　倫朗
鈴木　淳
神田　加代子

山都総合支所住民課
☎（38）3811

行
政
書
士

９月    10 日（水）
午後１時 30 分

～４時 30 分

本庁舎１階
相談室

県行政書士会
会津支部会員

市民生活課
☎（24）5285

法　
律

９月    16 日（火）
午後１時 30 分

～４時 25 分

本庁舎 1 階
相談室

県司法書士会
会津支部会員

市民生活課
☎（24）5285

　　　26 日（金）
午前 10 時

～午後３時

本庁舎 1 階
相談室

弁護士
舟城　善貴

市民生活課
☎（24）5285

消
費
生
活

月～金
（土・日・祝日を除く）
午前９時～正午
午後１時～４時

本庁舎１階
消費生活センター

消費生活相談員
權瓶　真弓
若林　理香

消費生活センター
☎（24）5353

※法律相談について、同年度内の相談は１回限りになります。

　　　　　　　各種無料相談を行っています。相談を希望される各種相談日

休日の輪番制病院（2 次救急）

休　日 病院・医院名

９月     ７日（日） 有隣病院（松山町村松第三区）
☎（24）5021

14 日（日） 会津医療センター（会津若松）
☎ 0242（75）2100

15 日（月 ･ 祝） 佐原病院（塗物町）
☎（22）5321

21 日（日） 有隣病院（松山町村松第三区）
☎（24）5021

23 日（火 ･ 祝） 会津医療センター（会津若松）
☎ 0242（75）2100

28 日（日） 佐原病院（塗物町）
☎（22）5321

10 月    ５日（日） 有隣病院（松山町村松第三区）
☎（24）5021

※事前に電話をしてから受診してください。

休　日 病院・医院名・薬局名

９月     ７日（日）
ゆうゆうクリニック（西四ツ谷）
☎（22）2111
おぐに薬局☎（21）9669

14 日（日）
あきもと整形外科クリニック（菅原町）
☎（21）1515
葵調剤薬局喜多方店 ☎（21）1785

15 日（月・祝）
喜多方腎・泌尿器クリニック（下町南部）
☎（23）5531
喜多方あいあい薬局 ☎（23）5786

21 日（日）
いとう眼科（西四ツ谷） 
☎（22）5900
ふじき薬局 ☎（24）3121

23 日（火・祝）
入澤病院（蒔田） ☎（22）0267
蔵まち薬局 ☎（21）1751

28 日（日） 大竹内科（幸町） ☎（22）0241

10 月    ５日（日）
小野病院（沼田） ☎（22）0414
いいで薬局鳥見山店 ☎（21）1159

※発熱など、かぜの症状のある方は、事前に電話を
してから受診してください。

開庁時間内（午前８時 30 分～午後５時 15 分）の
納税相談や来庁納付が難しい方は利用してください。
納 税 相 談

日　時 場　所 相　談　先
９月 　25 日（木）・30 日（火）
午後５時 15 分～７時

税務課窓口
相談コーナー

税務課 税制収納班
☎（24）5219

健 康 相 談 赤ちゃんから高齢者まで、健康・栄養・運動・
育児などについて保健師・栄養士が個別相談に応じます。気軽に
利用してください。相談を希望される方は、事前の電話予約を
お願いします。

日　時 場　所 予　約　先

９月     ４日（木）
午前９時 30 分～11 時 30 分 保健センター 保健課  健康推進室 ☎（23）5834

または各総合支所住民課



広報きたかた　2025. ９ 〇19

喜多方市美術館 information

●９月８日（月）～12月19日（金）まで、美術館内の修繕工事に伴い臨時休館となります。

「絵画教室」
　静物を描きながら、構図、デッサン、彩色、遠近法
を学ぶ実技講座「絵画教室」を開催します。
日　時   ９月 23 日（火・祝）・27 日（土）・28 日（日） 

各日午前 10 時～正午
場　所  喜多方プラザ文化センター  第三会議室
講　師  五十嵐  君枝 氏（水彩画家）
定　員  先着 15 人（小学 4 年生以上）
準備物   鉛筆（HB・B・２B 数本）、消し具、水彩絵具

セット、スケッチブック、汚れてもよい服装
参加費  無料
申し込み方法   直接または電話で申し込んでください。
　　　　　　  ※水曜日休館

「ふくらむふしぎな絵をかこう！」
　図面から浮かび上がる絵を描く造形教室を開催
します。
日　時  10 月 11 日（土） 午後２時～４時
場　所  当館展示室
講　師   馬場  泰 氏 （ドングリマン絵画造形教室主

宰・画家）
定　員  15 人（小学生 ～ 一般）
持参物  描きたいもの（マンガ、図鑑など）
参加費  無料
申し込み方法   直接または電話で申し込んでください。

※水曜日休館

新刊案内  （一部）
一般図書

図書館だより

児童図書

一般図書

問   美術館 ☎（23）0404

喜多方プラザ催し物のご案内

問  喜多方プラザ  ☎（24）4611

◆開館時間　※状況により変更する場合があります。
○火～金…………午前９時 30 分～午後７時
○土・日・祝日…午前 9 時 30 分～午後５時 30 分
◆休館日………… ９月１日（月）、８日（月）、16 日（火）、

22 日（月）、29 日（月）

■第 11 回  図書館の夕べ
～ 元気いっぱいオカリナショー ～

　図書館で開催する音楽イベントです。今年はレ
ッドベコーズなどで活躍されている細川佳那枝さ
んをお招きし、オカリナなどを用いた素敵な演奏
を披露していただきます。
日　時  ９月 27 日（土）
　　　  開場 : 午後１時 30 分　開演 : 午後２時
場　所  図書館２階  第１閲覧室
参加費  無料（要申込）
申し込み方法   カウンターまたは電話で申し込ん

でください。

◆おはなしドライブスペシャル◆
　大人気のすずの音会さんによるおはなし会です。
日　時  ９月７日（日） 午前 11 時～11 時 50 分
場　所  図書館１階  えほんのへや

問 申  図書館 ☎（22）1855

・親にスマホをもっと使ってもらう本 増田 由紀
・食物繊維たっぷりおかず 荻野 恭子
・農業ビジネス 山口 亮子
・60 分でわかる ! 年収の壁超入門 土屋 裕昭ほか
・食から未来を変えるフードバンク 糸山 智栄ほか
・アルコール依存症からの回復 竹村 洋子
・地方女子たちの選択 上野 千鶴子ほか
・天才望遠鏡 額賀 澪
・リボンちゃん 寺地 はるな
・八月のセノーテ 大原 鉄平

・海でつばさを手に入れる 箕輪 義隆
・おひげピンピン しもかわら ゆみ
・みてみて！ 小西 貴士
・こだいのなぞとふしぎのずかん 五十嵐 美和子
・昆虫博士・牧田習の虫とり完全攻略本 牧田 習
・小学生の水泳最強上達 BOOK 森 謙一郎
・一郎くんの写真 木原 育子
・世界の宇宙開発・ロケット図鑑 寺薗 淳也
・おばけずかん  おばけ大百科 講談社
・みんなが知りたい ! ノーベル賞 ノーベル賞学習研究会

日　程 イベント名 時　間 場  所 入場方法

９月 18 日（木） THE カルテットの
昭和歌謡コンサート 開演  午後２時 小ホール

全席自由
前売り　2,500 円（税込）
※当日 500 円増

12 月 14 日（日） T-BOLAN LIVE TOUR 2025-2026
SING THE BEST HIT JOURNEY47 開演  午後５時 大ホール

全席指定　一般 8,800 円
※学生割引あり（高校生以下
対象。当日3,000円キャッシ
ュバック）
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令和７年７月１日現在／人口  40,950 人（男 19,783 人 女 21,167 人） 世帯数 16,018 世帯
６月中の動き／出生  16 人　死亡  63 人　転入 46 人　転出 60 人

　二市一ケ村日橋川「川の祭典」のイカダ下り大会には、26 チーム約 130 人が参加し、速さを
競いました。水しぶきを上げながら息を合わせてオールをこぎ、熱戦を繰り広げました。
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